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水産資源研究所長
水産資源担当理事

田
た

中
な か

 健
け ん

吾
ご

将
来
に
わ
た
っ
て

水
産
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
に

2020年６月に完成した横浜庁舎敷地内の資源研究棟
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そ
こ
で
、
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
は
、
今

後
必
要
と
さ
れ
る
調
査
・
研
究
な
ど
を
将
来
に
わ
た
り
、
着
実

に
、
か
つ
、
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
従
来
９
研
究

所
で
構
成
し
て
い
た
研
究
開
発
部
門
を
、「
水
産
資
源
研
究
所
」

と「
水
産
技
術
研
究
所
」の
２
つ
の
研
究
所
に
再
編
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
水
産
資
源
研
究
所
が
担
う
研
究
開
発
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

当
研
究
所
の
研
究
開
発
は
、
水
産
改
革
に
お
け
る
水
産
資
源
の

適
切
な
管
理
と
水
産
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
科
学
的
基
礎
と
な
る

資
源
評
価
を
行
う「
水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
」と
、
さ
け
ま
す

資
源
の
回
復
・
管
理
を
目
的
と
す
る「
さ
け
ま
す
部
門
」と
で
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、
自
然
界
が
も
た
ら
す
水
産
資
源

を
、
常
に
変
動
す
る
自
然
環
境
と
経
済
社
会
の
状
況
下
に
お
い

て
、
最
大
か
つ
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
社
会
に
広
く
還
元
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
魚
を
将
来
に
わ
た
っ
て
食
べ
た
い
と
い
う
皆
様
の
ご
期

待
に
科
学
面
か
ら
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
７
月
20
日
、
水
産
資
源
研
究
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

水
産
資
源
は
、
鉱
物
や
石
油
な
ど
と
異
な
り
、
上
手
に
漁
獲
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
す
る
こ
と
の
で
き

る
持
続
可
能
な
資
源
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
資
源
の
健
康
状

態
を
診
断（
資
源
評
価
）し
、
そ
れ
に
基
づ
く
健
康
管
理（
漁
業

規
制
）が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
日
本
の
水
産
業
に
お
い
て
は
、

成
長
産
業
化
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
産
資
源
の
適
切
な
管
理
と
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
両

立
さ
せ
、
水
産
政
策
の
改
革
を
進
め
る
た
め
、
２
０
１
８
年
12
月

に
は
、
漁
業
法
が
70
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
水
産
政

策
の
改
革
の
中
で
は
、
水
産
資
源
の
適
切
な
管
理
を
実
現
す
る
た

め
の「
資
源
評
価
」が
主
要
な
柱
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
産
資
源
研
究
所
長
あ
い
さ
つ



調査船による海洋観測

市場調査（ ビンナガの測定 ）

調査船によるトロール操業

小お

倉ぐ
ら  

未み

基き

水
産
資
源
研
究
所

企
画
調
整
部
門
長

札幌庁舎

釧路庁舎

新潟庁舎

清水庁舎

廿日市庁舎

横浜庁舎（本所）

長崎庁舎

宮古庁舎

八戸庁舎

水産資源研究所関連施設

水産研究・教育機構 本部、水産大学校、その他の施設

塩釜庁舎

水産資源研究所関連施設配置図

水産資源研究センター

さけます部門

研究企画部

資源生産部

底魚資源部

資源増殖部

・本州技術普及課

• さけます事業所
（根室・斜里・伊茶仁・虹別・

鶴居・十勝・千歳・静内・
八雲・尻別・天塩・徳
志別） 

浮魚資源部

広域性資源部

海洋環境部

社会・生態系システム部

漁業情報解析部

生命情報解析部

企画調整部門

所 長

管理部門

新体制
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水
産
資
源
研
究
所
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
を
本
拠
地
に
、
全
国

各
地
の
機
構
庁
舎
と
と
も
に
、
年
間
の
べ
２
０
０
０
日
を
超
え
る

調
査
船
活
動
、
各
地
の
漁
業
現
場
や
水
揚
げ
市
場
な
ど
の
方
々
と

の
協
力
連
携
に
よ
り
、
正
確
・
迅
速
な
情
報
収
集
、
高
い
専
門
性

に
よ
る
分
析
・
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
研
究
所
に
は
、「
水

産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
」と「
さ
け
ま
す
部
門
」の
２
つ
の
研
究

部
門
が
あ
り
ま
す
。

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
7
つ
の
研
究
部
に
２
０
０
人
を

超
え
る
研
究
者
を
配
置
し
、
国
の
新
た
な
水
産
施
策
に
お
け
る

「
資
源
の
適
切
な
管
理
」に
不
可
欠
な「
資
源
評
価
の
高
度
化
」と

「
対
象
魚
種
拡
大
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。
日
本
周
辺
や
そ
れ
に

連
な
る
海
域
の
多
様
な
資
源
の
評
価
や
将
来
の
動
向
、
生
態
系
全

体
と
の
関
係
や
社
会
活
動
の
影
響
、
変
化
す
る
海
洋
環
境
の
把
握

や
予
測
、
さ
ら
に
は
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
や
生
命
情
報
研
究

の
活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

資
源
の
評
価
は
、
関
係
者
全
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
評
価
結
果
は
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
と

呼
ば
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
機
構
以
外
の
国

内
外
の
研
究
者
に
、
デ
ー
タ
か
ら
解
析
手
法
ま
で
を
、
科
学
的
正

当
性
を
厳
密
か
つ
公
正
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
研
究
成
果
は
、
学
術
論
文
に
ま
と
め
る
だ
け
で
な
く
、
分
か

り
や
す
い
形
で
広
く
一
般
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

さ
け
ま
す
部
門
は
、
研
究
者
・
技
術
者
な
ど
１
０
０
人
を
超
え

る
陣
容
で
、
札
幌
庁
舎
を
中
心
に
北
海
道
内
の
12
の
ふ
化
放
流
事

業
所
や
本
州
の
研
究
施
設
、
さ
ら
に
調
査
船
な
ど
も
活
用
し
て
さ

け
ま
す
資
源
の
回
復
・
管
理
に
向
け
た
調
査
研
究
と
ふ
化
放
流
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ー
リ
ン
グ
海
ま
で
の
北
太
平
洋
や
日

本
の
沿
岸
、
河
川
で
の
調
査
研
究
に
よ
る“
科
学
”成
果
を
生
か

し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ふ
化
場
で
の
現
場
の
飼
育“
技
術
”

を
さ
ら
に
高
度
化
し
、
日
本
の
さ
け
ま
す
資
源
の
回
帰
率
回
復
と

将
来
に
わ
た
る
安
定
来
遊
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

 

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
所
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
し

た
ス
ピ
ー
ド
感
で
効
果
的
・
効
率
的
な
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

「
水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
」の
７
つ
の
研
究
部
と「
さ
け
ま
す
部

門
」の
２
つ
の
研
究
部
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
、
次
の
ペ
ー
ジ
か

ら
紹
介
し
ま
す
。

水
産
資
源
研
究
所
の
紹
介



森も
り  

賢け
ん

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

底
魚
資
源
部
長

研究対象となるおもな底生生物

計量魚群探知機による
スケトウダラ現存量推定

電子標識を装着したマダラ

スケトウダラ

ズワイガニ

ホッコクアカエビ

ソウハチ

トロール網

調査船

調査船調査（ 底びき網漁業 ）

調査船による底魚の資源調査
左は採集されたズワイガニ、右は曳

ひき
網
あみ
作業
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日
本
周
辺
の
陸
棚
や
陸
棚
斜
面
域
に
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
や
カ
レ
イ
類
と
い
っ
た
魚
類
の
ほ
か
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や

エ
ビ
類
な
ど
、
重
要
な
底て

い

生せ
い

水
産
資
源
が
数
多
く
分
布

し
、
底
び
き
網
漁
業
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

底
魚
資
源
部
は
、
こ
れ
ら
底
生
生
物
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
生
態
や
漁
業
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析

し
、
資
源
の
現
状
を
診
断
し
て
い
ま
す
。
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
、
底
生
水
産
資
源
の
変
動
要
因
を
探
る
と
と
も
に
、

資
源
の
持
続
的
な
利
用
の
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
ら
の
知
見
や
情
報
は
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
な

ど
、
隣
接
す
る
海
域
を
相
互
利
用
す
る
国
と
の
漁
業
交
渉

な
ど
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

水
産
政
策
の
改
革
で
は
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
、
資

源
評
価
の
対
象
魚
種
を
２
０
０
魚
種
程
度
ま
で
順
次
追
加

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
拡
大
対
象
種
の
多

く
が
底
魚
資
源
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
底
魚
の

資
源
研
究
は
、
日
本
周
辺
の
資
源
の
評
価
種
の
維
持
・
拡

大
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

拡
充
さ
れ
て
い
く
魚
種
は
、
資
源
評
価
に
必
要
な
漁
業
お

よ
び
調
査
デ
ー
タ
の
乏
し
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
効
率
的
に
評
価
を

行
う
方
法
な
ど
の
確
立
な
ど
を
め
ざ
し
た
研
究
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

底そ
こ

魚う
お

の
資
源
の
現
状
を
診
断

①
底
魚
資
源
部

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発



マイワシ稚魚や幼魚の調査船上での選別作業

研究対象となるおもな浮魚

耳石（ 日ごとの成長を調べるための試料 ）
日輪と呼ばれる非常に細い線の輪が1日1本作られます
日輪の間隔は、成長の良いときは広く、悪いときは
狭くなるので、日ごとの成長を比較することができます

マサバ

スルメイカ

カタクチイワシ

マアジ

マイワシ

産卵調査などに用いるプランクトンネット

マイワシの仔魚（ 体長21ミリ ）

マイワシの卵（ 直径約1.5ミリ ）

ブリ

西に
し

田だ  

宏ひ
ろ
し

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

浮
魚
資
源
部
長
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日
本
の
周
辺
海
域
に
は
、
マ
サ
バ
や
マ
イ
ワ
シ
、
ス
ル

メ
イ
カ
な
ど
の
回
遊
性
の
魚
類
、
い
か
類
な
ど
の
浮
魚
資

源
が
広
く
分
布
し
、
ま
き
網
や
定
置
網
、
イ
カ
釣
り
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

浮
魚
資
源
の
資
源
量
は
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
親
魚
が
産
ん
だ
卵
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
生

き
残
っ
て
漁
獲
対
象
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い

う
、
加
入
の
成
否
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

浮
魚
資
源
部
で
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
浮
魚
資
源
の
変

動
要
因
を
探
る
と
と
も
に
、
持
続
的
な
利
用
の
た
め
の
方

策
を
検
討
し
ま
す
。

調
査
海
域
は
、
日
本
周
辺
に
広
が
る
産
卵
場
や
0
歳
魚

の
成
育
場
な
ど
を
可
能
な
限
り
カ
バ
ー
す
る
よ
う
設
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
獲
物
の
体
長
組
成（
※
）、
年
齢

と
成
長
の
関
係
、
成
熟
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
も

長
期
的
か
つ
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

浮
魚
資
源
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
国
際
的
な
資
源
管
理

が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
資
源
の
持
続
的
利
用
を
日
本

が
主
導
で
き
る
よ
う
、
質
の
高
い
デ
ー
タ
に
基
づ
く
頑
健

性
の
高
い
資
源
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
資
源
調
査
や
評
価
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
や
情

報
は
、
北
太
平
洋
公
海
域
や
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
な

ど
と
隣
接
す
る
海
域
に
お
け
る
国
際
的
な
資
源
管
理
に
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

浮う
き

魚う
お

の
持
続
的
利
用
を
め
ざ
す

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発

②
浮
魚
資
源
部

※体長組成：大きさごとに分類したときのそれぞれの割合



研究対象とするおもな広域性生物

キンメダイ

カツオ

クロマグロ

サンマ

コアホウドリ

トド

カマイルカ

リングネットによるクロマグロ仔魚の採集

水揚げされたまぐろ類クサカリツボダイ

新組織紹介　水産資源研究所 ー水産資源の持続的利用の研究開発を担うー

1011 vol.65  2021. 1 vol.65  2021. 1FRA NEWS FRA NEWS

広
域
性
資
源
部
は
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
、
広
域
性

生
物
資
源
の
持
続
的
利
用
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
の
３
つ
の

柱
で
評
価
、
管
理
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）資
源
状
態
の
評
価
や
加
入
量
の
早
期
把
握
の
た
め
の
調

査
研
究

（
２
）か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
類
、
サ
ン
マ
・
底
魚
類
お
よ
び
鯨
類

を
管
理
す
る
国
際
機
関
な
ど
へ
の
対
応

（
３
）海
鳥
・
海
亀
、
ト
ド
な
ど
の
漁
業
混
獲
種
な
ど
の
保
全

管
理
に
向
け
た
調
査
研
究

日
本
は
、
世
界
各
地
の
海
域
で
多
様
な
漁
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
ま
ぐ
ろ
類
、
サ
ン
マ
な
ど
の
高
度
回
遊
性
魚
類

（
※
）資
源
、
公
海
域
に
お
け
る
底
魚
資
源
、
鯨
類
な
ど
の

広
域
性
生
物
資
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
際
機
関
で

あ
る
中
西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）な

ど
の
地
域
漁
業
管
理
機
関
な
ど
に
お
い
て
、
国
際
的
な
管
理

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

広
域
性
資
源
部
は
、
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
類
、
か
じ
き
・
さ

め
類
、
サ
ン
マ
、
外
洋
域
の
底
魚
類
お
よ
び
鯨
類
資
源
な
ど

を
対
象
と
し
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い
た
国
際
的
な
資
源

管
理
と
そ
の
高
度
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
日
本
周
辺
の

資
源
評
価
手
法
の
国
際
化
に
向
け
た
適
用
事
例
を
蓄
積
し
、

国
内
外
の
資
源
評
価
・
管
理
手
法
の
高
度
化
に
貢
献
し
ま
す
。

広
域
性
生
物
資
源
の

持
続
的
利
用
を
め
ざ
す

※高度回遊性魚類：排他的経済水域の内外を問わず広く回遊する魚類のこと

南み
な
み  

浩ひ
ろ

史し

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

広
域
性
資
源
部
長

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発

③
広
域
性
資
源
部



CTDによる海洋観測風景（ 左 ）と分析用サンプルの採水作業（ 右 ）

水中グライダーの回収風景
水中グライダーは、海の中で浮上・沈降を繰り返しながら
時速約1キロで航行する自律型の海洋観測測器です

水産有用種の重要なエサ生物である動物プランクトン
カイアシ類（左）とツノナシオキアミ（右）

水塊分布図
水温データを解析して、
親潮水、黒潮水などの

水塊分布情報をウェブで配信
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海
洋
環
境
部
は
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
沿
岸
域
か
ら
沖
合
域
に
お
い
て
、
水
産
資
源
調
査

と
一
体
と
な
っ
た
海
洋
観
測
を
行
う
と
と
も
に
、
過
去
数

十
年
に
わ
た
っ
て
収
集
・
管
理
・
保
管
さ
れ
て
き
た
観
測

デ
ー
タ
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
標
本
を
解
析
し
、
水
産
資
源
の

変
動
要
因
や
漁
場
が
形
成
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

海
洋
観
測
で
は
、
調
査
船
や
水
中
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の

先
端
機
器
な
ど
を
用
い
て
、
継
続
的
な
調
査
・
観
測
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
水
産
資
源
を
取
り
巻
く

海
洋
環
境（
水
温
や
塩
分
・
流
れ
な
ど
の
物
理
環
境
、
栄

養
塩
な
ど
の
化
学
環
境
、
動
・
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど

の
分
布
や
現
存
量
）を
正
確
に
把
握
し
、
海
洋
モ
デ
ル
な

ど
を
用
い
た
環
境
変
動
や
海
洋
生
態
系
に
関
わ
る
生
物
生

産
の
変
動
な
ど
の
要
因
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。
得
ら
れ

た
海
洋
環
境
情
報
を
使
っ
て
、
水
産
資
源
に
関
わ
る
卵
や

仔
稚
魚
の
輸
送
お
よ
び
生
残
、
回
遊
ル
ー
ト
の
解
析
、
漁

場
形
成
過
程
な
ど
の
研
究
開
発
を
進
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
海
の
中
の
環
境
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
長
期

に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
海
洋
環
境
デ
ー
タ
や
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
試
料
の
解
析
結
果
と
、
水
産
資
源
の
加
入
量
や
産
卵

量
な
ど
の
変
動
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
海
洋
環

境
や
水
産
資
源
の
再
生
産
関
係
が
過
去
と
比
べ
て
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
や
異
常
気
象
に
と
も

な
う
海
洋
環
境
変
動
が
、
水
産
資
源
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
も
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

海
洋
の
放
射
性
物
質
の
動
態
と
水
産
生
物
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
島
第
一
原
発

事
故
で
は
、
事
故
以
前
の
長
期
に
わ
た
る
放
射
能
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
結
果
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
後

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
分
布
や
水
産
生
物
へ
の
移
行
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
水
産
物
の
安
心
・
安
全
に
必

要
な
科
学
的
知
見
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

資
源
変
動
と
関
連
す
る
環
境
要
因
の
解
析

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発

④
海
洋
環
境
部

市い
ち

川か
わ  

忠た
だ

史ふ
み

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

海
洋
環
境
部
長



 

 

海洋生態系の様相

漁業活動の実態

漁業を取り巻く
地域産業や社会

魚の量や
増減傾向

新組織紹介　水産資源研究所 ー水産資源の持続的利用の研究開発を担うー

1415 vol.65  2021. 1 vol.65  2021. 1FRA NEWS FRA NEWS

施
策
の
提
案
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
関
係
者
が
自
身
の
取
り
組
み
を
改
善
す

る
た
め
の
自
己
評
価
ツ
ー
ル
と
し
て
当
機
構
が
開
発
し

た「
浜
の
道
具
箱
」（
※
１
）を
活
用
し
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
、
改
善
策
の
方
向
性
、
さ
ら
に
は
具
体
的
な

改
善
策
の
提
案
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

漁
業
生
態
系
グ
ル
ー
プ
は
、
複
雑
な
海
洋
環
境
や
多

様
な
生
物
間
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
水

産
資
源
を
包
括
的
に
捉
え
、
海
洋
生
態
系
の
構
造
や
変

動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
に
基
づ
い
た
生
態
系
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
、
生
態
系
機
能
の
保
全
と
漁
業
の
両
立
を
め

ざ
し
た
管
理
手
法
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

沿
岸
生
態
系
グ
ル
ー
プ
は
、
気
候
変
動
の
影
響
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
受
け
る
沿
岸
域
の
水
産
資
源
を
対
象
に
、

環
境
変
動
が
沿
岸
域
の
生
態
系
や
漁
獲
対
象
種
に
及
ぼ

す
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系

（
※
２
）の
利
活
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
漁
業
の
推
進

な
ど
、
気
候
変
動
の
緩
和
適
応
策
を
漁
業
・
資
源
管
理

や
地
域
社
会
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
の
調
査
研
究
を

実
施
し
ま
す
。

水
産
物
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、「
魚
の

量
や
増
減
傾
向
」、「
海
洋
生
態
系
の
様
相
」、「
漁
業

活
動
の
実
態
」、「
漁
業
を
取
り
巻
く
地
域
産
業
や
社

会
へ
の
影
響
」の
調
査
研
究
が
あ
り
、
ど
れ
も
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

社
会
・
生
態
系
シ
ス
テ
ム
部
は
、
海
洋
生
態
系
と
漁

業
を
取
り
巻
く
地
域
産
業
や
社
会
に
焦
点
を
当
て
、
３

つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
社
会
と
生
態
系
を
考
慮
し
た
漁

業
管
理
を
め
ざ
し
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
両
面
か

ら
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

漁
業
管
理
グ
ル
ー
プ
は
、
漁
業
法
改
正
に
と
も
な
う

新
た
な
資
源
管
理
が
漁
業
現
場
に
い
か
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
進
展
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
資
源
管
理
施
策
の

変
化
が
漁
業
者
や
地
域
社
会
へ
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
な
ど
を
科
学
的
に
分
析
し
、
よ
り
よ
い
水
産

生
態
系
を
意
識
し
た
漁
業
管
理
を
め
ざ
す

※1　浜の道具箱：日本各地のさまざまな沿岸漁業に対して、「地域が直面している問題には、どのような工夫があり、どのような
効果が期待できるのか、具体事例はどこにあるか」を検討・整理するための仕組みです
浜の道具箱URL ▶ http://nrifs.fra.affrc.go.jp/ResearchCenter/1_FEBA/toolbox/

※2　ブルーカーボン生態系：ブルーカーボンとは光合成を通じて海洋生態系に蓄積される炭素のことで、そうした作用がある生態
系を「ブルーカーボン生態系」といいます。例として、海草藻場（アマモ場）、塩生湿地、マングローブ林などあります

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発

⑤
社
会
・
生
態
系
シ
ス
テ
ム
部

黒く
ろ

木ぎ  

洋ひ
ろ

明あ
き

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

社
会
・
生
態
系
シ
ス
テ
ム
部
長



図1　AIS（ 自動船舶識別装置 ）による船舶の位置情報の解析
色の違いで漁船の所属する国や地域を表します

図2　当機構開発のソフトウェア(frasyr)による親魚量と漁獲量の将来予測の例
現在までの親魚量・漁獲量（黒線）をもとに、高い漁獲圧をかけた場合（青線は
平均値、青色は80%信頼区間）と、低い漁獲圧をかけた場合（赤線は平均値、赤
色は80%信頼区間）の将来予測の結果を比較しています

写真　AI による画像処理で、コンベア上を流れる
漁獲物を自動で選別・測定
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資
源
解
析
グ
ル
ー
プ
は
、
水
産
資
源
の
評
価
・
管
理
手
法

の
開
発
と
高
度
化
に
資
す
る
た
め
、
新
し
い
統
計
手
法
、
資

源
評
価
・
管
理
手
法
を
開
発
・
導
入
す
る
と
と
も
に
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
と
提
供（
図
２
）、
研
修
会
な
ど
の
実
施

を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
手
法
の
現
場
普
及
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

水
産
資
源
の
状
態
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、 

漁
業

や
生
物
に
関
す
る
精
度
の
高
い
情
報
を
速
や
か
に
収
集
し
て

解
析
す
る
と
と
も
に
、 

直
接
観
察
が
困
難
な
海
中
の
資
源
の

状
態
を
調
べ
る
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

漁
業
情
報
解
析
部
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
、
漁

業
情
報
の
収
集
・
解
析
手
法
の
開
発
や
資
源
評
価
・
管
理
を

支
え
る
基
盤
的
研
究
を
担
い
ま
す
。

情
報
解
析
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
周
辺
海
域
に
お
け
る
外
国

漁
船
な
ど
の
漁
業
活
動
や
操
業
形
態
の
把
握
を
目
的
と
し
、

人
工
衛
星
や
漁
船
・
調
査
船
に
よ
る
現
場
情
報
の
収
集
お
よ

び
解
析
手
法
の
開
発
を
行
い
ま
す（
図
１
）。

情
報
企
画
グ
ル
ー
プ
は
、
水
揚
げ
さ
れ
た
漁
獲
物
の
画
像

収
集
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
機
械
学
習
モ
デ
ル
な
ど
の
画

像
解
析
手
法（
写
真
）を
通
じ
て
、
漁
獲
情
報
収
集
の
迅
速

化
と
効
率
化
を
目
的
と
し
た
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

情
報
技
術
で
資
源
評
価
・
管
理
を
支
え
る

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発

⑥
漁
業
情
報
解
析
部

上う
え

原は
ら  

伸し
ん

二じ

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

漁
業
情
報
解
析
部
長



写真　緑色の蛍光を発する遺伝子
組換えメダカ

バイオインフォマティクス解析
（収集した各データをコンピュータで解析）

資源管理・評価手法の
高度化・効率化

ゲノム解析
（ゲノミクス）

代謝産物解析
（メタボロミクス）

タンパク質解析
（プロテオミクス）

遺伝子発現解析
（トランスクリプトミクス）

各遺伝子の発現情報
を把握

生命現象にかかわる
タンパク質

（酵素・ホルモンなど）
の同定・定量

代謝物
（アミノ酸、脂肪酸、糖など）

の分析

DNA配列の違い
を検出

初期生残
栄養状態

成熟・産卵
代謝

成熟・栄養状態
水温・環境ストレス

種・系群判別
有効集団サイズ推定
胃内容物判別

図　生命情報を活用した水産資源研究
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ゲ
ノ
ム
情
報
と
生
命
現
象
を
一
体
的
に
取
り
扱
う
オ
ミ
ッ

ク
ス
情
報（
※
１
）を
活
用
し
た
研
究
開
発
を
行
う
の
が
、

生
命
情
報
解
析
部
で
す
。
ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
グ
ル
ー
プ
と
分

子
機
能
グ
ル
ー
プ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
な

ど
の
ゲ
ノ
ム
情
報
に
基
づ
い
た
集
団
遺
伝
学
的
解
析
、
生
理

学
的
情
報
を
加
味
し
た
遺
伝
子
発
現（
※
２
）の
解
析
・
代

謝
産
物
の
解
析
な
ど
に
よ
り
、
資
源
管
理
・
評
価
手
法
の
高

度
化
・
効
率
化
を
担
い
ま
す
。

生
物
の
個
体
数
の
増
減
や
、
成
長
や
生
残
率
の
良
し
悪
し

な
ど
の
生
命
現
象
は
、
そ
の
生
物
の
体
内
の
状
態
と
外
部
環

境
の
相
互
作
用
の
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
魚

介
類
な
ど
の
水
産
生
物
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
物
の

体
内
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
出
し

た
も
の
が
生
命
情
報
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
解
析
手
法
を
オ

ミ
ッ
ク
ス
解
析
と
呼
び
ま
す（
図
）。
生
命
情
報
解
析
部
で

扱
っ
て
い
る
生
命
情
報
に
は
、
ゲ
ノ
ム（
Ｄ
Ｎ
Ａ
配

列
）情
報
、
遺
伝
子
発
現
情
報
、
代
謝
産
物
情
報
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
命
情
報
に
従
来
の
漁
業
調

査
デ
ー
タ
や
海
洋
環
境
デ
ー
タ
な
ど
を
加
え
て
総
合

的
に
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
管
理
・
評
価
手
法
の

高
度
化
・
効
率
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
に
基
づ
く
魚
介
類
の
資

源
管
理
単
位
を
設
定
す
る
た
め
の
系
群
判
別
、
漁
業
に
よ
ら

な
い
資
源
動
向
指
標
と
し
て
の
有
効
集
団
サ
イ
ズ
の
推
定
、

資
源
の
健
全
性
評
価
の
た
め
の
遺
伝
的
多
様
性
調
査
、
環
境

Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
資
源
量
評
価
へ
の
応
用
、
遺
伝
子
発
現
・
代

謝
産
物
解
析
で
得
ら
れ
る
オ
ミ
ッ
ク
ス
情
報
に
基
づ
く
資
源

変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
将
来
の
資
源
変
動
予
測
の
効
率

化
・
高
度
化
に
役
立
つ
技
術
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
解
析
を
高
精
度
・
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、

資
源
評
価
対
象
種
の
ゲ
ノ
ム
配
列
情
報
な
ど
の
蓄
積
や
分
子

マ
ー
カ
ー
の
開
発
な
ど
、
研
究
基
盤
を
拡
充
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
管
理
・
評
価
に
関
す
る
研
究
開
発
に
加

え
、
水
産
技
術
研
究
所
と
連
携
し
て
、
水
産
生
物
の
養
殖
技

術
や
栽
培
漁
業
の
高
度
化
に
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
研
究
開
発
だ
け
で
な
く
、
遺
伝
子
組
換
え
魚
介
類（
写

真
）が
法
律（
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
※
３
）に
準
じ
て
作
出
さ
れ

た
か
ど
う
か
の
鑑
定
や
、
行
政
機
関
か
ら
の
種
同
定
の
分
析

依
頼
な
ど
に
も
対
応
し
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
で
資
源
評
価
の
高
度
化
を
担
う

※1　オミックス情報・オミックス解析：オミックス（omics）とは、
ゲノムやたんぱく質など生体内に存在する分子全体を網羅的に
研究する学問のことです。ゲノムなど網羅的な分子情報をまとめ
たものをオミックス情報、生体内分子を網羅的に調べることをオ
ミックス解析といいます

※2　遺伝子発現：遺伝子の情報をもとに、目的のタンパク質を作るま
での過程のこと
「 FRANEWS」vol.59（20〜21ページ）に用語の説明がありま
す（ PDFでご覧いただけます）
URL：http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/news/fnews59.
pdf

※3　カルタヘナ法：正式な名称は「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」で、生物多様性
に影響を及ぼさないよう遺伝子組換え生物の使用などを規制するための法律

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
研
究
開
発

⑦
生
命
情
報
解
析
部

小こ
ば
や
し林  

正ま
さ

裕ひ
ろ

水
産
資
源
研
究
所

水
産
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

生
命
情
報
解
析
部
長



写真　千歳川で自然産卵を終えたサケ親魚量の調査

図　北海道におけるサケの来遊数と放流数
・来遊数（沿岸漁獲数+河川捕獲数）：棒グラフ
・ふ化放流数：線グラフ
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毎
日
の
よ
う
に
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
る
サ
ケ
や
サ
ー
モ

ン
は
、
古
く
か
ら
北
半
球
各
地
で
貴
重
な
食
料
源
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
け
・
ま
す
類
は
す
べ
て
淡
水

域
で
産
卵
し
、
日
本
の
川
で
は
、
サ
ケ
、
カ
ラ
フ
ト
マ

ス
、
サ
ク
ラ
マ
ス
な
ど
が
産
卵
し
ま
す
。
さ
け
・
ま
す
類

に
は
、
生
ま
れ
た
川
の
あ
る
国
が
漁
獲
し
て
利
用
す
る
権

利
を
持
つ
と
同
時
に
、
資
源
を
管
理
す
る
義
務
を
負
う
と

い
う
国
際
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
に
は
日
本
の
川

で
生
ま
れ
る
さ
け
・
ま
す
類
を
末
長
く
漁
獲
し
利
用
で
き

る
よ
う
、
次
世
代
に
残
し
て
い
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

さ
け
ま
す
資
源
を
管
理
す
る
に
は
、
獲
る
数
を
制
限
す

る
と
い
う
方
法
の
ほ
か
に
、
人
為
的
に
繁
殖
さ
せ
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に「
種
川
の
制

（
※
）」と
し
て
新
潟
県
の
三み

お
も
て
が
わ

面
川
で
柵
で
サ
ケ
の
親
魚
を

囲
い
込
み
保
護
し
つ
つ
産
卵
を
促
す
増
殖
法
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
18
世
紀
に
ふ
化
放
流
技
術

が
実
用
化
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
日
本
で
は
さ
け
ま

す
増
殖
手
法
と
し
て
お
も
に
ふ
化
放
流
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

サ
ケ
は
１
０
０
年
近
く
ふ
化
放
流
を
し
て
も
増
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
９
８
０
～
２
０
０
０
年
代
に
大
き
く
増

加
し
ま
し
た（
図
）。
こ
の
増
加
の
要
因
と
し
て
、
ふ
化

放
流
技
術
の
発
達
と
海
洋
環
境
の
好
転
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
２
０
１
０
年
代
に
は
減
少
に
転
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

サ
ケ
の
生
き
残
り
に
は
、
稚
魚
が
海
に
降
り
た
直
後
の

海
洋
環
境
が
も
っ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
に
よ
り
、
近

年
、
海
洋
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
サ
ケ
資
源
の
減
少
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
生
き
残

り
や
す
い
海
洋
環
境
の
時
期
に
放
流
す
る
と
い
っ
た
増
殖

技
術
を
環
境
変
化
に
適
応
さ
せ
る
研
究
開
発
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
稚
魚
の
生
き
残
り
が
悪
い
場
合
は
、
産

卵
数（
稚
魚
数
）を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
ふ
化

場
で
ふ
化
放
流
で
き
る
稚
魚
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
自
然
に
産
卵
し
て
い
る
野
生
魚
の
水
産
資

源
と
し
て
の
貢
献
度
や
野
生
魚
と
ふ
化
場
魚
の
混
合
資
源

の
管
理
方
法
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
写
真
）。

こ
の
よ
う
に
、
さ
け
ま
す
部
門
資
源
生
態
部
で
は
、
環
境

が
変
化
し
て
も
、
さ
け
ま
す
資
源
を
持
続
的
に
利
用
し
つ

つ
管
理
す
る
方
法
を
改
善
さ
せ
る
よ
う
研
究
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

さ
け
ま
す
資
源
の
管
理
方
法
を
研
究

福ふ
く

若わ
か  

雅ま
さ

章あ
き

水
産
資
源
研
究
所

さ
け
ま
す
部
門

資
源
生
態
部
長

放
流
数（
百
万
尾
）

年

来遊数 放流数

来
遊
数（
百
万
尾
）
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※　種川の制：川に分流を設け、そこにサケを導いて産卵させ、
産卵が終わるまで禁猟とした、サケの自然ふ化増殖システ
ムのこと

さ
け
ま
す
部
門
が
進
め
る
研
究
開
発
＆
事
業

①
資
源
生
態
部



経過日数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
冷却
開始

冷却
終了

８℃

4℃

飼
育
水
温

写真　沿岸域での幼稚魚の生息環境調査
放流後の幼稚魚の成長や移動分布、水温・
塩分やエサ生物の量を調べます

図　耳石温度標識の仕組み

耳石の位置 標識パターン

卵または仔魚期に飼育水温を急激に低下させ、12 ～ 24時間後に元の水温に戻します。この
間に、耳石上に黒い線が1本形成されます。この水温変化を周期的に繰り返すことにより、バー
コード模様を作り出します。水温変化の周期や回数を変えることで、線の太さや本数、間隔が
変わるので、いくつものパターンをつくることができます
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を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
放
流
数
の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
サ
ケ
資
源
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
０
年

代
に
は
大
き
く
落
ち
込
み
、
そ
の
回
復
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
源
が
減
少
し
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
海
洋
環
境
の
変
化

に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
源
増
殖
部
で
は
、
沿
岸
環
境
や
資
源
状
況
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し（
写
真
）、
こ

れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
や
海
洋
環
境
の
予
測
技
術
な
ど
の
新

た
な
知
見
を
活
用
し
て
、
環
境
変
化
に
よ
る
放
流
適
期
の
短
期
化

な
ど
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
降
海
時
の
沿
岸
環
境
に
対
応
可
能
な

放
流
技
術
や
放
流
後
の
稚
魚
の
生
残
を
高
め
る
種
苗
生
産
技
術
な

ど
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
を

民
間
ふ
化
場
な
ど
へ
普
及
す
る
こ
と
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

資
源
増
殖
部
で
は
、
さ
け
・
ま
す
類
の
個
体
群
を
維
持
す
る
た

め
、
北
海
道
内
の
14
河
川
に
お
い
て
、
約
１
３
９
百
万
尾
の
幼
稚

魚
の
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耳
石
温
度
標
識（
図
）を

施
し
た
稚
魚
の
大
規
模
放
流
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
放
流

す
る
時
期
や
サ
イ
ズ
の
異
な
る
放
流
群
ご
と
に
効
果
の
検
証
を
行

う
な
ど
、
資
源
生
態
部
と
連
携
し
て
、
資
源
回
復
に
向
け
た
ふ
化

放
流
技
術
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
さ
け
・
ま
す
類
の
ふ
化
放
流
は
、
１
８
７
６
年

に
茨
城
県
の
那な

珂か

川が
わ

で
サ
ケ
の
人
工
ふ
化
が
試
み
ら
れ
た
の
が
最

初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
１
８
８
８
年
に
北
海
道
の
石
狩

川
水
系
千
歳
川
に「
千
歳
中
央
ふ
化
場（
現 
千
歳
さ
け
ま
す
事
業

所
）」が
開
設
さ
れ
、
サ
ケ
の
漁
業
資
源
造
成
を
目
的
と
し
た
本

格
的
な
ふ
化
放
流
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
１
３
０
年
を
超

え
る
歴
史
の
中
で
、
さ
け
・
ま
す
類
の
ふ
化
放
流
技
術
は
、
こ
の

地
を
中
心
に
数
多
く
の
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
を
経
て
、
日
本
の

環
境
に
適
合
し
た
技
術
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
サ
ケ
資
源
は
、
１
９
７
０
年
代
前
半
ま
で
は
５
０
０
～

１
０
０
０
万
尾
で
し
た
が
、
１
９
７
５
年
頃
か
ら
増
加
し
は
じ

め
、
１
９
９
６
年
に
は
８
９
０
０
万
尾
と
史
上
最
高
の
来
遊
数
と

な
り
ま
し
た
。
飛
躍
的
に
増
加
し
た
要
因
は
、
生
残
率
が
高
い
大

型
の
稚
魚
を
沿
岸
域
で
の
生
息
に
適
し
た
時
期
に
放
流
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
給
餌
飼
育
技
術
の
導
入
と
適
期
放
流
技
術
の
開
発

楠く
す

茂も  

恵け
い

一い
ち

水
産
資
源
研
究
所

さ
け
ま
す
部
門

資
源
増
殖
部  

事
業
課

主
任
技
術
員

さ
け
ま
す
の
ふ
化
放
流
技
術
の
開
発

さ
け
ま
す
部
門
が
進
め
る
研
究
開
発
＆
事
業

②
資
源
増
殖
部

＊耳石温度標識法について、『 FRANEWS』vol.35の「 東日本大震災を生き延びたサケをベーリング海で発見」（6〜7ページ）
でも説明しています。以下のURLからお読みいただけます

　URL：http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/news/fnews35.pdf
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2019年度の水産白書によると、
サケは約5.5万トン、サンマは約
4.1万トン、スルメイカは約3.3万
トンと漁獲量は過去最低のレベルと
なりました。不漁のおもな原因は、
サンマは仔

し

稚
ち

魚
ぎ ょ

の生き残りの悪化に
より資源量が減少したことや、日本
沿岸の水温が高く漁場が沖合に形成
されたことが、スルメイカは産卵海
域である東シナ海の水温が産卵や生

育に適さなかったことが、考えられ
ました。さらに、サンマとスルメイ
カは外国漁船による漁獲が影響した
可能性もあると報告されています。

漁獲の変化の原因を解明するに
は、長年にわたり継続して卵・仔稚
魚の調査や海洋環境の調査を行わな
ければなりません。そうした調査研
究データをもとに、資源の状態など
を科学的に分析する必要があります。

新たに発足した水産資源研究所
では、水産資源を、最大かつ持続的
に利用していけるようにするため、
効果的・効率的な研究開発を行いま
す。資源評価の高度化と評価種の拡
大への対応、それを支えるICTな
どの基盤研究や水産資源と海洋環境
変動に関する研究などを推進し、そ
の成果を社会に広く還元していきま
す。　　　　　　　　　（角埜 彰）
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